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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は本会の事業推進にご支援とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、地域福祉活動に精力的に奮闘した一年であ
り、これまで以上に “人と人との絆” “繋がる事” の重要性を実感した年でもありました。
昨年は皆様に支えられ、創立70周年を迎えることができました。これからも、地域生活課
題解決に向けて、「ともに生きる豊かな地域社会」づくりを使命とし、民生委員児童委員、
自治会、行政、企業、関係機関と連携しながら、「地域生活課題への対応と地域のつなが
りの充実」を目指して参ります。
　結びに、皆様のご活躍とご繁栄をお祈りし、本年も良い年でありますようご祈念申し上
げ新年のご挨拶といたします。

新年あけましておめでとうございます

新年明けましておめでとうございます。 
昨年は社協活動へのご理解、 ご協力本当にありがとうございました。

新型コロナ感染対策を行いながら、
たくさんの社協イベントを再開することができました。

今年もどうぞよろしくお願いいたします！

新年明けましておめでとうございます。 
昨年は社協活動へのご理解、 ご協力本当にありがとうございました。

新型コロナ感染対策を行いながら、
たくさんの社協イベントを再開することができました。

今年もどうぞよろしくお願いいたします！

会長 新本博司
那覇市社会福祉協議会

令和 5 年1月1日

サロン開所式（Makana）

沖大とパートナーシップ協定締結

街頭募金 初開催！！赤い羽根募金箱コンテスト

太陽食堂開所

那覇市社会福祉大会

郵便局とフードドライブ連携

敬老の祝い

ふれあい・いきいきサロン交流会
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なは社協

特集

なは社協

特集
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例えばこんなことで困っていませんか？例えばこんなことで困っていませんか？

日常生活自立支援事業と生活保護世帯金銭管理支援事業、法人後見事業により支援が必要
な方 “じぶんらしく住み慣れた地域で安心して生活するために” をなは社協が支援します！

権利擁護支援関係のサービス①

日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）TEL 098-857-4525
※相談したい場合は直接ご連絡下さい。※利用料がかかります。

※利用は無料です。

権利擁護支援関係のサービス②

生活保護世帯金銭管理支援事業 TEL 098-987-1225
那覇市から生活保護を受給していることが条件となります ※ご相談したい場合は生活保護課の担当の方にご相談下さい。

◎福祉サービスの利用援助（基本）
福祉サービスの利用に関して相談を受け、情報提供や助言を行い、利用手続きや利用料の支
払いを支援します（専門の相談機関につなぐことも含みます）

◎日常的金銭管理サービス
出金や支払に関わったり通帳の残額を毎月本人と確認したり、本人と一緒に金銭管理につい
て考え支援をします。

◎書類等の預かりサービス 通帳や印鑑、キャッシュカード等をお預かります。

①毎週火曜日の11時頃に1週間の生活費（1万円）を届ける（最大支援回数）
②月に1回病院に行く交通費（3,000 円）を届ける
③月に1回家賃と公共料金を振り込む（基本的には口座引落が基本）

権利擁護支援関係のサービス③

成年後見制度って何だろう。
認知症や知的障害・精神障害など、判断能力が不十分な方の権利を擁護し支援するための
民法上の制度です。成年後見制度は本人の判断能力の程度によって、成年後見人・保佐人・
補助人（以下、「後見人等」）が選任されます。後見人等は、本人の意思を尊重し心身の状
態や生活の状況に配慮しながら活動を行います！
※なは社協では現在任意後見制度は対応していません。

法人後見事業とは
親族や専門職による後見人が得られにくい方に対し、家庭裁判所の審判を経て、なは社協が
法人として成年後見人、保佐人又は補助人に就任し、支援していきます。

利用者の権利擁護の視点で考えられています！
本人が主体的に生活していけるよう、福祉サービスの利用や日常
生活におけるお金の使い方を本人が決めるられように支援する意
思決定支援を行います。本人がどのような生活をしていきたいか、
それに向けてどんな支援をしてもらえるのか（自分はなにをして
いくか）、をよく理解し、十分に納得した上で、この事業を利用
したいという意思を持っていることがとても大切です

後見人等がやること
1. 財産管理　貯金や家・土地などの財産を守る

成年後見制度にかかる業務状況と権利擁護支援センター（仮称）
設置に向けてのニーズ調査を行いました！

　ご協力いただいた①各地域包括支援センター②居宅介護支援事業所③相談支援事業所④金融機
関の皆さまご協力ありがとうございました。
　調査にご協力いただいたどの機関も、『成年後見制度の必要性は感じるが制度が難しい』『申立て
にお金と時間がかかる』『揃える書類も多く煩雑』また、『市長申立てまでのハードルが高い』等の
ご意見を頂きました。その中でも、金融機関の窓口が地域に住んでいる認知症高齢者の困りごとに
いち早く気づく重要な場所であるだけに、金融機関からの回答率は 90.7％と高く強い関心をもって
いる事を知ることが出来ました。
　また、調査結果では既存の事業では対応できない方々がいる事もわかりました。今後は調査結果
をもとに新しい仕組みを作るなど、市民のニーズに沿った権利擁護支援を拡充していきたいと考えて
います！
　なは社協の権利擁護支援やアンケートの内容結果を詳しく知りたい方はお問合せ下さい！

例　預貯金管理　税金・保険料の支払いなど

2. 身上監護　福祉サービスなどの契約をして安心して生活ができるようにする
例　入退院に関する手続き等　福祉施設等の入退所に関する手続き

誰でも利用できるの？
認知症、知的障害、精神障害などにより、お金の管理がひとりではむずかしく、
必要な福祉サービスを利用するための情報の入手、理解、判断、意思表示を本人の
みでは適切に行うことが難しい方が利用対象となります

具体的にどんなことをしてくれるの？

最近、通帳を
どこに置いたか分からなくなる

預かってもらいたい

大事な書類や
証書の管理ができない

お金の管理が心配…
どうしよう

役所から難しい書類が
送られてきたけど、何だろう。

捨てていいのかな？

なは社協のなは社協の
権利擁護支援って？権利擁護支援って？

地域福祉課 金城まで

例えば
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　11 月 29 日（火）沖縄県立博物館美術館の講堂で 3 年ぶりに会場で、な
はみまもりフォーラム2022を開催することが出来ました。今回のテーマは【そ
の温かさが優しさの連鎖やっさぁ～】。コロナ禍での開催で、参加者が少ない
のではないかと不安もありましたが、たくさんの来場者にお越しいただき見守
りついてみんなで考える機会となりました。
　第 1 部では【見守り・支え合いのヒント】をテーマに、実際に活動してい
る見守り隊からの活動事例と緩やかな見守りを紙芝居や映像で表現しました。
第 2 部では【あなたの気づきが地域の見守りにつながる】をテーマに、5 色
の色紙を活用し会場と一体になったパネルディスカッションを行いました。
　見守りを難しく考えるのではなく、出来る事を日常生活の中に取り入れ、見
守りの視点が増える事が緩やかな見守りにつながるのではないか・・・と、
みんなで考える時間がもてました。今回のフォーラムを通して地域の見守りの
ヒントになればと思います。（担当：前川）

なはみまもりフォーラム2022
『その温かさが優しさの連鎖やっさぁ」

生活支援サポーター交流会を開催しました！

第41回 那覇市民生委員児童委員大会

なはみまもりフォーラム2022
「その温かさが優しさの連鎖やっさぁ」

第13回かなぐすく地域福祉まつり
3年ぶりに開催！！

第13回かなぐすく地域福祉まつり
3年ぶりに開催！！

生活支援サポーター交流会を開催しました！
　11月12日（土）に那覇市母子・父子福祉センターで「生活支援
サポーター交流会」を開催いたしました！
　普段顔を合わせることが少ないサポーターですが、それぞれ悩み
や地域に対する思いを語り合うことで、同じ活動を共にする“仲間”
として地域の顔見知りの関係を広げることができました。また、当
日は沖縄大学の宮城能彦教授をお招きし「傾聴コミュニケーション
～高齢者に寄り添う～」のテーマで講義を行っていただきました。
　まだコロナの脅威は続きますが、今日出会ったサポーターの皆
様がまた笑顔で顔を合わせることができよう、今後もこのような交
流会を企画してまいりたいと思います！（担当：髙澤）

第41回 那覇市民生委員児童委員大会
　11/8 パレット市民劇場にて、那覇市民生委員児
童委員連合会 創立 50 周年記念「第 41回 那覇市
民生委員児童委員大会」が 3 年ぶりに開催され、
大会では表彰や記念講演、来賓祝辞、民生委員・
児童委員による事例発表が行われました。
　表彰では、大会長表彰（在職 9 年以上）17 名、
大会長感謝（在職 6 年以上で退任）87 名の方々
が表彰され、記念講演では沖縄愛楽園交流会館学
芸員・鈴木陽子氏による「沖縄のハンセン病問題
の今」と題しての講演、新市長をはじめ、市議会
議長、那覇市社会福祉協議会会長、沖縄県民生委
員児童委員協議会会長より祝辞も頂きました。
　また現役 3 名による事例発表もあり、大会は無
事に終えることができました。（担当：當山）

　新型コロナウィルスの影響で、2019 年の開催後、中止となっ
ていた「かなぐすく地域福祉まつり」を、11月19 日（土）、3 年
ぶりに開催することができました。
　感染対策にも配慮し、時間を短縮しての開催となりました
が、オープニングセレモニーでは、金城中学校吹奏楽部、創作衆
桜輝のみなさんにもご出演いただき、華やかに開幕しました。
　また、舞台発表では金城老人憩の家同好会の皆さんによる
琉舞、三線、社交ダンスなどや金城児童クラブによるダンスや
けん玉、かりゆしうるくのエイサー隊など盛りだくさんの内容
となりました。最後にスペシャルゲストとしてお迎えした『ジョ
ニー宜野湾＆WALEWALE』の登場により、舞台は盛大に盛り
上がりました。
　天気にも恵まれ、作品展示、遊びコーナーなど多くの親子連
れで賑わいました。ご参加の皆様、ありがとうございました。来
年は、ぜひ従来通りのおまつりが開催できることを願っていま
す！！（福祉施設課：金城）

子どもの居場所への支援
いつもありがとうございます！
子どもの居場所への支援
いつもありがとうございます！

　企業のみなさま、地域住民のみなさま、いつも子どもの居場
所にたくさんの物資を支援してくださり、ありがとうございます。
　11月には、資生堂商品を約2000世帯分、株式会社ファイン
トゥデイ資生堂さまより寄贈していただきました。また、匿名
企業さまからはレトルト牛すじカレーを400 個いただきました。
レトルトご飯は、調理が難しい方でも簡単に子どもたちに提供
でき、いつでも・どこでも温かいご飯が食べることができます。
子どもたちも美味しいカレーが食べられるととても好評でした！
　寄贈いただいた物資はまだまだたくさんあるのですが、全て
の紹介ができず大変残念です。糸の Facebook では随時報告
と情報発信していますので、みなさん是非 SNS も見てくれたら
嬉しいです～！（担当：山城）

70 周年
記念事業

おうか

Facebookはコチラ
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活動アラカルト
「それいけ！みんなの なは社協」
ラジオ番組 放送中です！

ネパールフェスティバル2022

ガイドボランティア

「それいけ！みんなの なは社協」
ラジオ番組 放送中です！

ネパールフェスティバル2022

　毎月、第 3 水曜日 夜 7 時～ 8 時に、FM なは（78.0 MHz）
にて生放送を行っています。
　今年 6月 29 日（水）、記念すべき第 1回が放送され、8 回目の
今月は1月18 日（水）が放送日です。本会が毎月発行している
“なは社協だより” の内容をもとに、その月の特集ページを担当し
ている職員にインタビューをしながら更に深堀していきます。MC
が、毎回素朴な質問をしながら、笑いあり、時にホッコリありと、
楽しくお届けしています！
　今後は、地域づくりとして一緒に活動している、個人や団体、企業の方々と一緒に、語り合え
る場になればいいなと構想を描いています♪みなさまぜひ放送をお聴きください。（担当：垣花）

　ネパールフェスティバル2022 が 11/20 ㈰、若狭うみそら公
園であり、私もボランティアの皆様と一緒に参加してきました。
沖縄初開催とのことで在日ネパール大使の御臨席もあり「私も
若い頃は様々なボランティアを経験しました。皆様のこれから
のご活躍を期待します。」と激励のお言葉も頂きました !! また、
ボランティアをした学生からは「ネパールの踊りや料理があり、
コロナで海外旅行もできない中で貴重な時間でした。一緒にボ
ランティアをしたネパールの方々はとても優しくて、コミュニ
ケーションがとれない不安もなくなり、好印象になりました」
と話してくれました。（担当：上原かおり）

ガイドボランティア
　観光目的で来県する視覚障がい者は、年間約 20
～ 30 人いらっしゃいます。その多くはヘルパー制度
等を利用しますが、「地元ボランティアとの交流」を
目的に、ボランティアによる観光ガイドを希望する
方もいます。12月、マイン高等学院の高校生3名が、
ガイドボランティアにチャレンジしてくれました。
　事前に障がいや補助犬について学び、旅行プラン
も立てた学生達は、「初めは（盲導犬は）大きくて
怖かったけれど、一緒に歩くと可愛く思えてきまし
た。（視覚に障害があるのに）歩くのが早くて驚きま
した。これからは困っている方を見かけたら声をか
けたいです」といった感想を寄せてくれました。
（担当：上原かおり）

ふれあい福祉相談室

「ゆいゆい」☎ 891-8454
FAX.857-6052

FAX.857-6052

FAX.859-8388

FAX.859-8388

☎ 857-7780
生活上の心配ごと、悩みごと、どのようなことでも気軽に相談で
きる一般相談・司法書士相談があります。
（秘密は厳守で相談は無料です）

在宅で生活する障がい者が「自分らしく」
暮らしていけるように支援をしています。

日常生活自立支援事業

障がい者生活支援センター

地域福祉権利擁護センター ☎ 857-4525
認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者などで、自分で
判断することが難しい方々の福祉サービスの利用手続きや、
医療費・公共料金の支払い等の日常的な金銭管理のお手伝い、
書類の預かりサービスを契約に基づいて行っています。

ボランティア活動・行事用保険 ☎ 857-7766
ボランティア活動・行事用保険は、ボランティア活動中のさまざ
まな事故によるケガや賠償を補償します。

居宅介護支援事業 ☎ 891-8236
安心して在宅生活が営めるように、家族、医療、介護保険サー
ビス事業所等と連携を図ると共に、社会資源を活用しながら
支援を行ないます。

デイサービスあしびなー
☎ 080-1739-1355

利用者の方々が住み慣れた地域から通い、日々、生きがいのもてる
暮らしを応援し、ご家族の身体的、精神的な負担を軽減します。

ホームヘルプステーションわかば ☎ 859-8383
ご自宅に介護専門職が訪問
し、身体介護及び生活支援
サービスを提供します。

低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者の
属する世帯に対する資金貸付

生活福祉資金貸付事業

毎月 第 2金曜日 /午後 2時～4時
奇数月 第 4金曜日 /午後 2時～4時

司法書士専門相談
弁 護士専門 相 談

● 訪問介護
● 総合事業
● 障がい福祉サービス

● サービス利用計画の作成● ピア（同じ仲間）サポート

予約制

予約制

なは社協 相談窓口のご案内

　マンガ倉庫那覇店様のご協力のもと、北那覇法人会青年部
様・就労支援 B 型「まおのて」様・就労支援 B 型「ピース」様・
那覇社協の協働による「衣類リユースサイクルプロジェクト」
がスタートしました。これは、不要となった衣類をウエス（機
械拭き）に加工して￥2,500/10ｋg( 送料別途 /￥500) で販
売し、作業の賃金にあてるというものです。
　収益の一部を那覇社協に寄付していただく仕組みで、SDGs
の 1・3・4・7・8・10・11・12に該当する活動です！
　申し込み用紙はQRコードや、那覇市社会福祉協議会のホー
ムページからもダウンロードできます。ご賛同いただける方か
らの、ウエス購入申込をお待ちしています。（担当：上原かおり）
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令和 4 年11月1日～
令和 4 年11月30 日までの
寄附金状況（敬称省略）

寄付金総額

6,959,152円

334,796円

令和 4 年 4月1日～令和 4 年11月 30 日

一般寄付

おきぎんスマート
・ちばりよーな～ふぁ

・な～ふぁゆいまーる
11件 /6,900 円

20 件 /21,500 円

・桑江好省
・島袋洋子
・比嘉朝文
・與儀ひろみ
・兼元良治
・砂川照子
・城間祐希枝
・那覇商工会議所女性会

・大城和子
・仲本知美
・平良順一
・新垣貞弘
・（株）大平機械
・（株）照屋住宅

寄附者ご芳名

　去った令和 4 年11月 9日～11日の3日間、那覇市総合福祉センター
内で那覇市生活支援訪問型サービスに従事する方を対象とした養成研
修を実施しました。今回は社会医療法人葦の会及び那覇市安謝居宅介護
支援事業所、地域包括支援センター石嶺・繁多川・城西より外部講師を
お迎えし、認知症の理解やコミュニケーションの方法、訪問介護に関する
基礎知識等を学びました。受講生からは『講師陣の方たちも現場で活躍
されているので生の声を聞けて良かったです。』との声が挙がりました。
　次回で本研修は、10 回目を迎えます。より多くの市民の方へ周知し、訪
問介護現場の担い手確保に努めて参ります。（担当：神田）

　ご家庭で、使いきれないなどで保管したままになっ
ている「もったいない食品」などを、那覇市内の郵
便局窓口（郵便専門局は除く）にある「フードボックス」
へお寄せください！
　那覇市内の各子どもの居場所等でおいしい食事とし
て生かされます。

お米・粉もの・缶詰・レトルト食品
インスタントラーメン等の乾麺・お菓子
缶やペットボトルに入った飲料など

※保存がきくもの（アルコールは不可）

※お寄せいただいた食品について、腐敗等、使用に適さないと判断した場合、 処分させていただく場合があります。ご了承ください。

「もったいない」を「ありがとう」に変える

フードドライブ
「もったいない」を「ありがとう」に変える

フードドライブ

ご寄付いただきたい食品

●未開封の食品
  （包装や外装が破損していないこと、中身に異常がないこと） 
●賞味期限が1か月以上残っている食品
  （賞味期限が明記されていること）

●常温で保存が可能な食品 
●製造者名が記載されている食品 
●お米は精米日から一年以内のもの

寄付食品の条件

ご協力をお願いします！

※那覇市社会福祉協議会が実施する事業及び福祉サービスにおいては、個人情報保護規定を定め、個人情報の種類・利用の目的・提供方法について、適法かつ適性な方法で対応いたします。

（担当：子どもと地域をつなぐサポートセンター糸）

那覇市生活支援訪問型サービス従事者養成研修那覇市生活支援訪問型サービス従事者養成研修

naha 1月号

ボランティアBox 取組・個人団体紹介
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

阿嘉洋子
新垣恵
仲地隆
国吉
那覇市こどもみらい課
當間當寿会 
薬志堂薬局
石川外科クリニック 

9.
10.

11.
12.
13.
14.
15.

沖縄都市モノレール 株式会社 
那覇市地域ふれあいデイサービス
古波蔵むつみ会
沖縄県母子寡婦連合会 
株式会社 ハートランドおきなわ
県立学校教育課 
那覇市資産税課 
ろうきん本店地区推進委員会

16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.

株式会社 国際重機 
沖縄介護センター 
鉄鋼処理産業 株式会社 
首里大中町自治会 
株式会社 北盛建設 
BIZ.REFINE 株式会社 
イオン琉球株式会社 那覇店

仕事始め
創立70周年記念チャリティ公演 開演15:00　那覇市民文化芸術劇場なはーと

1月4日（水）
1月7日（土）

那覇市社協関連 主な行事の月1 月2那覇市社協関連 主な行事の月1 月2

参加者
13名が
修了‼

當間當寿会

ろうきん本店地区推進委員会


